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はじめに
　平成22年度間の不登校児童・生徒は少子化の影響
で前年に比べて約７千人減少したものの、平成23年
度間の不登校児童･生徒は約２千500人増え、117,458
人であった1）2）。また、傳田ら3）の調査結果により､
児童・生徒の抑うつ状態にも関心が持たれるように
なり、中村ら4）が中学１年生を対象にバールソン自
己記入式抑うつ評価尺度（以下DSRS-C）を用いて
行った調査でも、抑うつ状態の生徒が25.0%に見ら
れ、こうした傾向も不登校の背景にあると思われ、
児童・生徒の学校を巡る問題は複雑に絡み合ってい
る。さらに、平成14年２月実施の文部科学省「通常
の学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする児
童生徒に関する全国実態調査」5）の調査結果で知的
発達に遅れがないものの学習面や行動面で著しい困
難を示す児童・生徒が6.3%との報告だったが、平成
24年２･３月調査の「通常の学級に在籍する発達障
害の可能性のある特別な教育的支援を必要とする児
童生徒に関する調査結果について」6）では、6.5%と

若干の増加が見られている。
　不登校の問題、こころの問題、発達の問題に加え、
いじめによる自殺問題など、学校現場では学習以外
の介入を必要とする多彩な視点が必要となってきて
いる。そのためスクールカウンセリングの一環とし
て毎年、B中学１年生を対象にこころの問題につい
ての調査と「色彩樹木画テスト」を行っている。こ
れによって学校生活での生徒の心の健康状態を評価
すると共に、問題を抱える生徒の早期発見と支援に
役立てている。
　今回は、３年間に実施した調査を基に生徒の特徴
を明らかにすることを目的とした。

研究方法
１）対象
　平成21年〜平成23年のB中学校１年生全員260人

（平成21年86人、平成22年88人、平成23年86人）を
対象とした。
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２）方法
　クラス毎に「こころの健康調査」として以下の調
査を行った（平成21･22･23年５月〜７月の放課後実
施）。
＜調査項目＞
（１）こころの健康調査

①現在の学校等で困っていること（友だち、勉強、
部活などを対象とした８項目）

②こころの問題に関連した項目（15項目）
③バールソン自己記入式抑うつ評価尺度 DSRS-C
（18項目）　

（２）「色彩樹木画」
①16色のクレヨンで描く「色彩樹木画」
「色彩樹木画」についての教示：（こころに浮か
んだ）木の絵を描いて下さい。

　道具：八つ切り画用紙（四つ切り半折り）
　　　　　16色クレヨン

②描いた木についての質問（８項目）
◆この木はどんな木をイメージして描きました

か
◆この木の大きさはどのぐらいですか
◆この木はどんなところに生えているのでしょ

うか
◆季節はいつですか
◆この木の年齢は（描いた木を人に例えてくだ

さい。樹齢ではありません）
◆この木の性別は（描いた木を人に例えてくだ

さい）
◆この木は今、なにを考えたり、思ったりして

いるのでしょうか                         
◆描いた自分の絵を見てどう思いますか 

　分析については、SPSS ver17　for Windows で
行った。

３）倫理的配慮
　この調査は個人相談時に使うとともに、研究で使
わせてもらう場合があり、研究で使う場合、個人情
報がもれないように十分配慮することを口頭と文書
で説明し、文書は保護者に見せるよう伝えた。

結果
１）こころの健康調査
　平成21年〜23年まで、B中学校１年生全員260人

を対象に調査を行い、有効回答数251人（96.5%：平
成21年85人、平成22年82人、平成23年84人）であっ
た。
　学校は楽しいかどうかを聞いたところ、「楽しい

（少し楽しいを含む）」と答えたものが228人（90.8%）
であった（n=251）。
（１）今困っていることについて
　今、困っていることについて、①友だち関係、②
親との関係、③兄弟との関係、④先輩との関係、⑤
勉強の問題、⑥身体の問題、⑦こころの問題（H22
〜）・やる気の問題（H21）、⑧その他（H22 〜）の
項目で聞いたところ、困っていることは、「勉強の
問題」が最も多く58人（23.3%）で、次に「友だち
関係」が34人（13.7% ）と続いた。「友だち関係」
に「先輩との関係」を加えた生徒同士の人間関係で
は53人（21.3%）が困っていた。「友だち･先輩関係」
共に重複該当しているものは11人（4.4%）だった。今、
困っていることがない「問題のない」ものは133人

（53.4％）であった。
　男女間では、女子に「友だち関係」、「先輩との関
係」で困っているものが多く、有意な差が認められ
た（p<.01　χ2検定）（n=249）（図１）。
　学校が楽しいか否かと困っていることとの関係を
見たところ、「先輩との関係」（p<.01）、「身体の問題」、

「その他」（p<.05）で有意な差が見られた（χ2検定）。

（２）相談したいこと
　今、困っていることについて相談したいことを自
由記載で聞いたところ、61人（24.5％）が具体的内
容を記載しており、70項目が抽出された。最も多かっ
たのが「勉強について」で19人（31.1％）であり、「先
輩との関係」が12人（19.7％）と続いた。また、「嫌
がらせ」を受けているとして記載したものが８人

（13.1％）であった（n=60）（図２）。

（３）こころの問題に関連した項目について
　こころの問題に関連した項目（15項目）について
聞いた（表１）。
　結果、「いやなことを思い出すことがある」が最
も多く175人（69.7%）に見られ、「体が緊張しやす
いことがある」が163人（64.9%）で続いた（n=251）

（図３）。男女間では、「いやなことを思い出すこと
がある」、「気分がしずむことがある」、「何か不安だ」

「気持ちがぐらぐらする」、「よく頭が痛くなる」で
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p<.01、「いらいらしやすい」、「ちょっとしたことで
もびくっとすることがある」、「こわい夢を見る」で
p<.05の有意差があった。全て女子が多かった（χ2

検定）。尚、平成21年度は「ある」「ない」の２択で
聞いたものを、平成22・23年度では「いつもある」

「時々ある」「ない」の３択で聞いたものを、「いつ
もある」「時々ある」を「ある」として集計した。

（４）バールソン自己記入式抑うつ評価尺度について
　平成22と平成23年度について、こころの健康状態
を バ ー ル ソ ン 自 己 記 入 式 抑 う つ 評 価 尺 度

（Depression Self-Rating Scale for Children, 以 下
DSRS-C）を用い、今の抑うつの程度を聞いたとこ
ろ、Cut-off pointである16 point以上のものは、男
子 で17人（10.2%）、 女 子 で21人（12.7%）、 計38人

（22.9%）であった（n=166）。
　DSRS-Cの平均pointは、男子では9.6±5.9 point、

表１　こころの問題に関連した項目（15項目）

①いやなことを思い出すことがある

②いらいらしやすい

③気分がしずむことがある

④体が緊張しやすいことがある

⑤遊びや勉強に集中できないことがある

⑥こわい夢を見る

⑦自分は悪い人間だと思うことがある

⑧ちょっとしたことでもびくっとすることがある

⑨とてもよく眠れない

⑩おなかが痛くなることがある

⑪何か不安だ

⑫気持ちがぐらぐらすることがある

⑬人と話す気にならないことがある

⑭食欲がないことがある

⑮よく頭が痛くなる

図１　今困っていること

図２　相談したいこと（自由記載）
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女子では12.4±6.2 pointであり、男女間に有意差が
あった（p<.01：t検定）。全体では10.9±6.2 pointで
あり、男子では6 ～ 7pointが最も多く（14人,8.4%）、
女子では10 ～ 11pointが最も多かった（14人,8.4%）

（図４）。
　質問項目では、「やろうと思ったことがうまくで
きる（できない）」が「時々そう思う」を加えると
最も多く143人（86.1%）であり、「落ち込んでいて
もすぐに元気になれる（なれない）」が「いつもそ
うだ」で29人（17.5%）と最も多かった。「いじめら
れても自分でやめてと言える（言えない）」、「元気
いっぱいだ（ではない）」、「泣きたいような気がする」

の項目において男女間に有意な差が認められた
（p<.01　χ2検定）（図５）。
　気になる項目として「生きていてもしかたがない
と思う」で「いつもそう思う」と答えたものが11人

（6.6%）であり、「時々そう思う」を加えると50人
（30.1%）の生徒に見られた（n=166）。
　「生きていてもしかたがないと思う」で「いつも
そう思う」と答えた11人のうち、DSRS-Cのpointが
16point以上の生徒は9人（81.8%）であり、抑うつ
と死への関連が強く見られた（n=11）。
　以下に11人の「色彩樹木画」を示す（図６）（図７）。

図３　こころの問題に関連した項目集計

図４　DSRS-C得点分布：男女別
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図５　DSRS-C得点分布：項目別

図６　「生きていてもしかたがないと思う」生徒の「色彩樹木画」（DSRS-C:16point以上）

図７　「生きていてもしかたがないと思う」生徒の「色彩樹木画」（DSRS-C:16point未満）
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事例：DSRS-Cによる抑うつ状態と見られる生徒
 （※一部修正） 
　DSRS-C：１年次調査21point　２年次調査27point
　学校について：少し楽しい（１年次・２年次共）
　友達について：クラスにも部活にもいる
 （１年次・２年次共）

色彩樹木画：

◆りんごなど赤い実のなっている木を思い浮かべた。
◆家２軒分くらいの大きい木
◆周りに何もない広い野原に生えている木
◆春
◆86歳くらい
◆男性
◆（この木は今）「いい天気が続いて嬉しいな」と

か「静かでいいな」とか平凡な事を思っている
◆（この木を見て）形が少し曲がっている。バラバ

ラだし葉の位置もおかしい。でも、葉の所は緑・
黄緑・黄色の３色を使ったりすることができたの
で満足度は60％くらい。

考察
　毎年、B中学校１年生を対象にこころの問題につ
いて調査を行い、スクールカウンセリングのための
資料･情報として使っている。
　生徒が現在、困っていることについて、すでに中
学校１年生の１学期半ばで「勉強の問題」を約25％
が挙げており、中学校での学習に遅れや困難さ､不
安を感じていた。
　現在、中１ギャップ7）という言葉がある。中１
ギャップとは「小学校から中学校に進学したときに、
学習内容や生活リズムの変化になじむことができず、
いじめが増加したり不登校になったりする現象」の

ことであり、小泉8）は中１ギャップの原因として、
「外国語（英語）の学習が本格化し、また全般的に
学習内容が難しくなり進度が速くなる」ことを挙げ
ているが、いじめや不登校に繋がらなくても､学習
面で小学校から中学校へのギャップに悩んでいる生
徒が多いと言うことである。
　また、右髙9）は、「中学生では授業は学校生活の
大きな部分を占めるものではあるが､さらに学校生
活を大きく左右するものが他にあり､その大きな要
素が友だちとの関わり等である」とし、「友だち」
の関係が大きなストレッサーにもなり得ることを述
べている。今回の調査において学校での生徒同士の
関係では、「友だち関係」に「先輩との関係」を加
えた人間関係で約20％の生徒が困っていた。このこ
とは、楽しい学校生活が送れるか否かに大きく影響
しており、特に「先輩との関係」が良くないと、学
校での緊張状態が続くと考えられる。B中学校はほ
ぼ全員が同じ小学校から進学してきた生徒である。
小学校６年間を共に過ごしてきたものが殆どであり、
同級生も先輩も顔見知りであるにもかかわらず、友
だち関係に困る現状がある。
　友だち関係は男子より女子の方が問題として捉え
やすく、思春期にある人間関係に関する女子の過敏
さが感じられた。関ら10）は学校内の男女の友だち
関係では、「対立回避傾向」について「女子が男子
より低いために、関係での問題が起こった場合、女
子はその関係を維持しようとする特性が強い。それ
がゆえに濃密さを生むと同時に、他者との関係で傷
ついてしまう側面がある」と、女子の人間関係の難
しさを述べており、まさにその通りの結果となって
いた。
　困っていることの自由記載については、アンケー
トとして集団調査をしているが、生徒の強い訴えと
して捉えている。特に「嫌がらせ」を受けているこ
とを訴えている生徒が８人いたが、内容は「よく、
筆箱をとられる」、「『やめて！』と言っているのに
やめないので、その時はどうすればよいですか」な
ど文章としてはそれほどの危機感は感じられない。
谷口11）は、中学生のいじめの認識について調査を
行っているが、「遊びと言ってちょっかいを出す､叩
く（例．プロレスごっこなど）」はいじめとしての
選択率が低く、被害経験のある子どもがこの行為を

「いじめではない」と回答する率が有意に高かった
という結果を得ている。今回の調査でも書かれた一
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文だけでは状況や受けている側の感じ方が十分伝わ
らない。しかしながら、こうした生徒は、その後「い
じめ」に繋がったり、すでに「いじめ」として辛い
体験として感じている場合があると捉え、見守りや
声かけが必要と考えられる。
　こころの問題に関連した項目（15項目）では、「い
やなことを思い出すことがある」、「体が緊張しやす
いことがある」が65％〜 70％に見られ、その生徒
が失敗体験などを引きずっていたり、学校場面で常
に緊張している姿が見えた。また15項目中６項目で
過半数のものが該当しており、一番該当数が少ない

「よく頭が痛くなる」でも約30％の生徒が該当して
いた。こうした結果から､今の生徒には、何かにお
びえ不安な状態で学校生活を送っている姿が見える。
特に、男女間で、「いやなことを思い出すことがあ
る」、「気分がしずむことがある」、「何か不安だ」「気
持ちがぐらぐらする」、「よく頭が痛くなる」、「いら
いらしやすい」、「ちょっとしたことでもびくっとす
ることがある」、「こわい夢を見る」の７項目で女子
が多く該当しており、女子には男子以上の不安定さ
があると考えられる。こうした不安や不安定さは、
思春期の始まりでもある中学生年代に起こりやすい
状態ではあるが、以前はこうした状態は、同年代の
仲間集団の中で、解決してきた問題ではなかったの
ではないだろうか。しかしながら、結果からも仲間
集団が十分癒しに繋がるどころか、こうした状態を
助長するような傾向もみられる。牛島12）は、「最近
の青年期ケースをみていると､些細なことで半端で
はない退行を起こし、二者関係の世界に終始してい
るという印象がある。こうした背景には青年期にお
けるギャング（徒党集団）13）体験の欠落がある」
と述べている。こうした体験に続く親友関係がない
ことには青年期は始まらないとし、今のこの年代の
心の問題に影響しているという考えを述べている。
　DSRS-Cを平成22年度より使っており､平成23年
度との２年間の集計であるが、「やろうと思ったこ
とがうまくできない」生徒が約87％（時々そうだを
含む）に見られ、自己肯定感の危うさが感じられた。

「いつもそうだ」のみでは「落ち込んでもすぐに元
気になれない」と回答した生徒が最も多く約18％に
見られた。
　鍋田14）は現代型のうつ病と「ひきこもり」との
関連で､「思春期に入って何とか自分で問題を解決
しなくてはならない状態に直面したり、対人関係の

問題に直面すると､殆どなんのきっかけもなく､登校
を渋り､外出も渋るようになり、ひきこもる」と述
べていて、調査でも今は「不登校」や「ひきこもり」
になるレベルではないが、一人で悩みを抱え、問題
解決ができず落ち込み、悶々としている心理的回復
力の乏しい姿が見られ、多くのものが「不登校」や

「ひきこもり」の予備軍のように感じられる。
　DSRS-C pointの平均は10.9であり、Cut off point
の16pointを超えた生徒は約23％であった。この結
果については、対象が中学１年生の思春期にさしか
かった不安定な時期であることを考えると、対象者
の健康度はさほど悪いわけではないのかも知れない。
　この調査で気に掛かる点は、「生きていても仕方
がない」に対して39人（23.5%）が「時々そうだ」
と答え、「いつもそうだ」と答えた生徒が11人（6.7％）
いた。「生きていても仕方がない」≒「死」を考え
ている生徒が約30％いるのは、この思春期という時
期の特徴かもしれない。しかしながら「いつもそう
だ」と答えた生徒11人については、彼らと関わるも
のが何らかの見守りをする必要があると感じさせる
生徒である。こうした生徒については教師に情報提
供し、見守る必要性を伝えている。また、11人のう
ち、DSRS-C pointが16を超えたものが９人おり、「抑
うつ」と「死」の関連が強く見られた。
　結果に「生きていても仕方がない」に対して「い
つもそうだ」と答えた生徒11人の「色彩樹木画」を
示している。並べてみるとこの絵だけでは共通した
特徴を見いだすことができないが、調査項目および

「色彩樹木画」に関する質問から総合的に生徒を評
価し、スクールカウンセリングの資料として有効に
活用したいと考えているし､実際活用している。

事例について
　学校では、少しは楽しく過ごせている事例である。
友だちもクラスにも部活にもいる。DSRS-Cでは２
年にわたって抑うつ状態が見て取れる。
　色彩樹木画は、樹形がこぢんまりとしたまとまり
のある絵である。質問への回答では家２軒分という
表現をした大きな樹ではあるが、「ひとりぼっちで
野原に立っている」との回答から、寂しさを抱えて
いる印象を受ける。葉の書き方や構図に不満がある
反面、葉を３色で塗っていることには満足している。
総合的に60％の評価は､本人の自信のなさの現れか
も知れない。DSRS-C pointにもこうした内面が反



中学生のこころの問題について

― 32 ―

映されていると考えられる。
　「色彩樹木画」の中に「うろ」があり、そこに小
鳥が巣くっている。大きな樹の中の安心できる巣か
ら、恐怖を感じる外の世界に飛び出せないでいる本
人の姿と捉えられる。
　この時期特有の自信喪失や自己評価が低さもある
とは思われるが、本人が少し周りの環境と関わるこ
とに臆病になっているのかもしれない。本人が自己
評価を上げ自信を持って学校生活をもっと楽しめる
ような関わりをしながら、樹の中から飛び立てる後
押しができたらと思う。

まとめ
　今回の３年間の調査結果で見えてきたことは、

①中学１年生入学の早い時期から、すでに勉強で
困っている生徒が多かった。

②ほぼ全員同じ小学校からの入学にかかわらず、
友だち関係、先輩関係に困っている生徒が多
かった

③「嫌がらせ」の項目の自由記載をした者につい
ては、いじめとの関係を視野に入れた見守りが
必要である

④こころの問題では「いやなことを思い出すこと
がある」の項目が上位であり、過去の嫌な体験
を引きずっていると思われる生徒が多かった

⑤DSRS-Cでは女子の平均ポイントが男子に比べ
て高く、男女を合わせると約23％の生徒に抑う
つ状態が見られた

⑥「やろうと思ったことがうまくできない」といっ
た自己評価の低い姿が特徴として見られた。

⑦「生きていてもしかたがないと思う」で「いつ
もそう思う」と答えたものが11人おり、やはり
見守りの必要な生徒である。

　「色彩樹木画」については、これだけでは、ここ
ろの問題を十分、正確に捉えることはできないが、
他の検査などを併用することによって、「色彩樹木
画」から心の問題を読み取ることができると考えて
いる。
　こうした調査による気づきを基に、教師、保護者
との情報共有を行うことで、こころの問題で少し悩
んでいる生徒の共通理解を深めることで生徒の後押
しをすることができると考える。
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